
目的
・
・
・自社におけるリアルケーススタディ

実施
内容

一人一人が課題図書を読み、実践内容を決め、実践し、報告会で振り返りとブラッシュアップを実施、
次のアクションを決定することで、個人の行動変容や組織の成長を実現する取組み

課題
図書

課題図書タイトル紹介
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課題図書実践＆報告会 概要
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【概要説明】

「課題図書実践＆報告会を実施します」

（研修の一環として実施する場合は、フォロー研修までの事後課題として案内）

「目的は、この３点です。皆さん、日常で本を読んで、色んな気付きや学びを得ていると思
いますが、なかなか実務で反映させて、成果につなげるというところまではいけてないので
はないでしょうか。今回は、それを実施し、成功体験を積んでいただきたいと考えています。
と同時に、PDCAサイクルを回すことの効果も体感していただきたいと考えています。

また、この取り組みの特長として、同じ書籍を全員が読んで、その中から取り組みテーマと
アクションを決めて実践し、報告し合います。そのメリットは二つあります。

一つは、研修で学ぶことは、どうしても汎用的なことで、現場や日常に活かしづらいという特
性がありますが、今回はそれぞれが現場で実践したことを報告し合うため、自社における
事例、つまり、すぐに活かせるリアルケーススタディになるということです。

もう一つは、同じ書籍を読んで取り組みを行うことにあります。通常、研修でも、学びから、
個々で目標設定をして取り組み、共有するということがありますが、その場合、設定内容が
よく分からないということが発生し、活かきれません。しかし、今回の取り組みは、同じ書籍
を読んでいるので、設定した内容もよくわかりますし、自分がとりあげなかったテーマにつ
いても、どのような取り組みをすればどういう結果につながるのか確認することができます。
また、同じテーマでも解釈の違いやアクション内容の違いが出てくるため、新たな気づきや
学びにつながります。

課題図書は、こちらになりますが、しっかり読み込んで、報告会が実りある時間になるよう
にで、全力で取り組みをお願いします。



１.課題図書の読み込み及びPDCAシート記入

課題図書を読み、自身が取り組むテーマ及び要旨
と取り組み内容を書籍PDCAシートに記入

課題図書実践＆報告会 実施フロー

２. 決定事項実践

3.報告会準備 4.報告会
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【実施フロー説明】

「実施フローは非常にシンプルです」

１～４について説明

「注意点としては、書籍を呼んですぐにテーマとアクションを決めて、実践に取り組むこと。
間違っても、報告会直前に、逆算してテーマやアクションを決めることのないようにお願いし
ます」
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書籍PDCAシート 所属 名前：

課題図書を読んで
すぐに記入

報告会前に記入
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【書籍PDCAシート説明】

「書籍PDCAシートの説明をします。上二つは課題図書を読んだ後に記入、下は報
告会前に記入します。
注目テーマ（項目やタイトルでも可）と要旨については、そのテーマがのっている

ページ番号とテーマ、タイトル、項目を記入してください。次に、そのテーマや項目
の部分で、どのようなことが書かれているのか要旨を記入してください。

取り組み内容は、そのテーマや要旨に沿って、現場でどういうことに取り組むか具
体的なアクションを記入します。

結果変化は、実践してみた結果を記載し、ブラッシュアップの項目については、実
践した結果から継続実施するものと、改善した方がいいものに分けて、今度どうす
るか
を記入しましょう。

取り組み内容は、意欲や意思、曖昧、抽象的なものは、振り返り時に判断しづらい
ため、できるだけ具体的に設定しておきましょう。数字や期間、回数、対象者など
記載できるのであれば、記載しておくことがお勧めです」

※研修として実施する場合は、講師やファシリテーターも課題図書を読みこみ、
特に共有したい点を事前にまとめ、当日、共有できるようにしておく



持ち時間：1名30分

イメージ： シートに基づき共有 15～20分
グループメンバーからフィードバック、アドバイス、質疑応答 10～15分

＜実施の流れ＞

STEP１：選んだテーマと要旨の説明
STEP２：設定した取り組み内容共有
STEP３：取り組んだ結果の共有
STEP４：ブラッシュアップ内容共有
STEP５：残りのメンバーからフィードバック、アドバイス、質疑応答を実施

■ 報告会の流れ

課題図書実践＆報告会
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【報告会の流れ共有】

「●カ月間、実践お疲れ様でした。課題図書を読んだだけでも色々気付きや学びが
あったと思いますが、実際に取り組んでみて、色んなことを感じ、気付き、変化や結
果を感じられたことと思います。
この取り組みを実施する際にお伝えした目的３点、覚えてますでしょうか。

・書籍からの気付き・学びの実践による行動変容、組織変革・成長の成功体験
の獲得PDCAサイクルの効果確認
・
・自社におけるリアルケーススタディ

リアルケーススタディもかねているので、同じグループメンバーの共有内容をしっか
り受け止めて、実りある時間にしていただきたいと思います。」

⇒ 持ち時間、実施フロー説明

※研修のコンテンツとして実施し、２時間以上余裕がある場合は、各グループで
一番いい変化や結果につながった人を代表者として決めてもらい、全体共有
を実施するのも良い
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